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量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 に よ る 量 子 技 術 と 異 分 野

の 融 合 と は  

 

量 子 材 料 (Quantum materials)と は 、 量 子 状 態 を 精 密 制 御 す る こ と で 機 能 を 発 現

す る 物 性 ・ 材 料 で あ り 、 メ タ マ テ リ ア ル も 含 む 広 義 の 「 材 料 」 を 示 す 言 葉 と し て

使 わ れ ま す 。 近 年 の ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 １ 原 子 単 位 の 制 御 が 可

能 に な っ て き た こ と や 、 位 相 幾 何 学 (ト ポ ロ ジ ー )の 数 学 的 概 念 が 導 入 さ れ 、 新 た

な 量 子 物 質 の 探 索 や 現 象 理 解 に 関 す る 研 究 が 急 速 に 進 ん で き た こ と で 、 先 進 国 を

中 心 と し て 国 際 競 争 が 激 化 し て い ま す 。 次 世 代 の デ バ イ ス 開 発 や 、 今 ま で に な い

新 た な 物 性 を も つ 材 料 の 創 成 な ど 、 様 々 な 成 長 産 業 に お け る 「 も の づ く り 」 の 高

付 加 価 値 化 に つ な が る 有 望 な 技 術 領 域 と し て 位 置 付 け ら れ ま す 。  

 

こ れ ま で の レ ポ ー ト で 紹 介 し た 様 に 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ は 現 在 、 Google、

IBM、 Intel、 Rigetti Computing の 4 社 が 開 発 を 競 っ て い ま す が 、 デ バ イ ス 構 造 ・

量 子 ビ ッ ト 操 作 の 方 式 は 様 々 で 、 例 え ば 先 行 す る Google、 IBM は 極 低 温 で の 超 伝

導 回 路 を 用 い 、 Intel は シ リ コ ン を 用 い た デ バ イ ス 、 Microsoft は ト ポ ロ ジ カ ル 材

料 に よ り 生 成 す る 量 子 ビ ッ ト を 用 い 、 さ ら に は 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド な ど の 新 規 材 料

に 生 成 す る 量 子 ビ ッ ト を 用 い た 方 式 な ど も 提 案 さ れ て い ま す 。 現 状 で は 、 ど の 材

料 系 も 一 長 一 短 で あ り 、 量 子 制 御 が よ り 堅 牢 で 容 易 な 革 新 的 量 子 材 料 が 待 ち 望 ま

れ て お り 、 各 国 で 基 盤 研 究 と し て の 研 究 投 資 が 進 ん で い ま す 。 特 に 最 近 で は 窒 素

空 孔 （ N-V セ ン タ ） ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 の 技 術 は 欠 陥 一 つ 一 つ の ス ピ ン を 室 温 で 安

定 的 に 操 作 ・ 検 出 で き る こ と か ら 、 超 高 感 度 磁 場 セ ン サ ー 、 量 子 メ モ リ 、 バ イ オ

マ ー カ ー 等 へ の 応 用 も 期 待 さ れ 、 注 目 さ れ て い ま す 。 こ の 人 工 の 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン

ド の 成 長 技 術 で は 、 Element Six(米 )な ど と と も に 、 日 本 国 内 で も 京 都 大 学 や 産 総

研 や 住 友 電 工 な ど で 高 純 度 の 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 を 開 発 し 量 子 セ ン サ ー 用 途 へ
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応 用 す る な ど 、 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド 応 用 技 術 に お い て は 世 界 を リ ー ド す る 材 料 技 術

を 有 し ま す 。 ま た 、 量 子 中 継 器 や 、 量 子 メ モ リ や 、 量 子 も つ れ 制 御 等 の 技 術 で

も 、 大 阪 大 学 や  NTT、 NICT 等 が 原 理 実 証 で 世 界 を 先 導 し て い ま す 。 ま た 、 ト ポ

ロ ジ カ ル 材 料 や 超 伝 導 材 料 の 革 新 は 、 量 子 化 学 計 算 の 高 速 化 に よ る デ ー タ ド リ ブ

ン 型 の 材 料 ・ 合 成 化 学 ・ 製 薬 の 開 発 へ の パ ラ ダ イ ム シ フ ト を 起 こ す 可 能 性 が あ

り 、 ま た 高 温 伝 導 材 料 の 開 拓 や 電 力 輸 送 の 超 省 エ ネ 化 や 、 ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料

の 進 展 に よ る 長 寿 命 ・ 超 小 型 ウ ェ ラ ブ ル デ バ イ ス の 発 展 や 、 蓄 電 材 料 の 進 化 に よ

る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 拡 大 な ど 広 く イ ン パ ク ト を 当 て え る 可 能 性 が あ り ま

す 。  

 

ま た 、 こ れ ら 材 料 を 応 用 し た 量 子 派 生 技 術 と は 、 量 子 基 盤 技 術 と 既 存 の 様 々 な

技 術 と を 融 合 ・ 連 携 さ せ 、 こ れ ま で に 紹 介 し た 重 要 領 域 お よ び 新 た な ま だ 見 ぬ 領

域 へ と 応 用 を 派 生 展 開 さ せ た 技 術 領 域 で あ り 、 例 え ば 量 子 セ ン サ ー ・ セ ン シ ン グ

用 途 と し て の 応 用 例 と し て 、 微 小 磁 場 検 出 セ ン サ ー に よ る 地 下 鉱 脈 /海 底 鉱 脈 の 捜

索 や 地 殻 変 動 の 検 出 、 Ｇ Ｐ Ｓ に 代 わ る 量 子 慣 性 セ ン サ ー (重 力 セ ン サ ー /ジ ャ イ ロ

セ ン サ ー 航 空 /微 小 磁 場 セ ン サ ー )に よ る 、 航 空 機 や 自 動 車 な ど の モ ビ リ テ ィ の 高

精 度 姿 勢 制 御 /高 精 度 位 置 情 報 測 定 の 実 現 、 動 物 の 嗅 覚 レ ベ ル の 匂 い な ど 超 高 感 度

微 量 化 学 セ ン サ ー に よ る 爆 薬 ・ 麻 薬 検 知 や 、 食 品 管 理 の 高 精 度 化 と 食 品 ロ ス の 低

減 な ど が 考 え ら れ ま す 。 ま た 、 医 療 分 野 な ど へ の 応 用 を 想 定 し た 分 野 と し て は 、

超 小 型 /ハ ン デ ィ MRI に よ る 医 療 の 進 展 や 、 新 種 の 病 原 菌 の 細 胞 レ ベ ル の 理 解 か

ら ガ ン の 検 出 や ワ ク チ ン の 開 発 、 病 変 /腫 瘍 /病 気 の 前 兆 /細 胞 の 状 態 を 検 知 、 細 胞

レ ベ ル の 活 動 の 理 解 に よ る 生 命 科 学 の 深 化 な ど が 挙 げ ら れ 、 こ の 、 量 子 技 術 と 生

命 ・ 医 療 等 と を 融 合 し 、 生 命 現 象 を 細 胞 レ ベ ル で 機 能 を 解 明 し て 医 療 技 術 や 環 境

技 術 の 革 新 に つ な げ る こ と を 目 指 し た 「 量 子 生 命 技 術 」 (Quantum Life Science)

に つ い て は 、 近 年 活 発 化 し 始 め た 領 域 で す が 、 世 界 を リ ー ド す る 日 本 の 量 子 基 盤

技 術 ・ 量 子 材 料 技 術 を 活 用 し 、 異分野融合領域を牽引できる次世代の研究人材を育成する

ことも重要です。  
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量 子 材 料 セ ン サ ー 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 領 域 に お け る 主 要 な 国

の 研 究 開 発 費 と ロ ー ド マ ッ プ  

  

 

こ の 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 領 域 へ の 未 来 技 術

開 発 に 対 す る 投 資 額 と し て 国 費 か ら の 支 出 で あ る 世 界 の 研 究 費 （ グ ラ ン ト ） の

2009 年 以 降 の 推 移 を 示 し ま し た 。 材 料 お よ び デ バ イ ス 領 域 の 開 発 が 中 心 で あ る こ

の 領 域 は 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 投 資 が 大 き な 国 を 中 心 に 投 資

額 と し て も 大 き い で す が 、 計 算 科 学 や セ ン シ ン グ な ど 量 子 技 術 全 般 へ の 波 及 効 果

が 高 い 基 礎 技 術 で あ る 量 子 材 料 技 術 へ の 研 究 投 資 を 軸 と し な が ら 、 応 用 が 比 較 的

早 い と さ れ る セ ン サ ー ・ セ ン シ ン グ 領 域 に は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 通 信 よ り も

大 き な 研 究 グ ラ ン ト の 投 資 が 進 ん で お り 、 量 子 材 料 の 基 盤 技 術 で の 進 展 と と も

に 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ ・ 量 子 通 信 の 技 術 や 、 よ り 高 精 度 ・ 高 安 定 性 の 量 子 セ ン サ

ー 開 発 が 進 展 す る と 考 え ら れ ま す 。 ま た 、 量 子 派 生 技 術 の 中 で も 、 特 に 量 子 セ ン

サ ー ・ 量 子 セ ン シ ン グ 分 野 に つ い て は 社 会 へ 実 装 さ れ る 応 用 面 で も 早 期 の 実 用 化

の 可 能 性 が 高 く 、 応 用 面 を 中 心 に し た 投 資 が 今 後 も 加 速 す る と 期 待 さ れ ま す 。  
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国 別 グ ラ ン ト 額 推 移 （ 2009-2018： USD 換 算 ）  

世 界 研 究 費 推 計 ： US$ 21.5 Bil (2009-2018 年 ) 

 

 

 

各 国 の 研 究 投 資 動 向   

 

世 界 に お け る 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 関 連 技 術 に 対

す る 、 グ ラ ン ト の 国 別 推 計 で は 、 世 界 全 体 で 総 額 US$ 21.5 Bil が 直 近 10 年 で 国

か ら の 研 究 費 と し て 支 出 さ れ て お り 、 量 子 技 術 全 般 で 先 行 企 業 の 多 く を 有 す る 米

国 が 最 も 多 い が 、 一 方 で 、 中 国 や 次 代 の 中 心 産 業 創 生 を 目 指 す 英 国 、 さ ら に は デ

バ イ ス ・ 材 料 面 で も 強 み を 持 つ 日 本 に お い て も 多 く の 研 究 投 資 を 行 っ て お り 、 実

用 化 も 近 い こ と か ら 競 争 が 過 熱 し て い ま す 。 ま た 、 ス イ ス や フ ラ ン ス な ど で も

年 々 投 資 額 が 上 昇 し て お り 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 分 野 と は 違 い 、 技 術 革 新 が 起 き た

時 に 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 セ ン シ ン グ な ど 量 子 技 術 全 般 に 波 及 効 果 の 大 き な 基

盤 技 術 に 対 し て 各 国 が 研 究 投 資 を 行 っ て お り 、 人 材 面 も 含 め て 強 み を 持 つ 応 用 技

術 分 野 が あ る 国 に お い て は セ ン シ ン グ や ビ ジ ュ ア ラ イ ゼ ー シ ョ ン な ど の 派 生 技 術

へ も 注 力 し 、 ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス を 狙 っ て い る 状 況 に あ り ま す 。 日 本 は 量 子 コ ン ピ

ュ ー タ や 量 子 通 信 技 術 の 研 究 開 発 の 過 程 で 、 材 料 ・ デ バ イ ス の 側 面 か ら 量 子 セ ン

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 関 連 重 大 ニ ュ ー ス  

2011:山 形 大 学 理 学 部 の 佐 々 木 実 教 授 が 韓 国 ・ 大 邱 大 学 な ど 共 同 で ビ ス マ ス 系 化 合 物 の 「 ト ポ ロ

ジ カ ル 絶 縁 体 」 を 作 製 。 大 阪 大 学 の 安 藤 陽 一 教 授 ら も 銅 と ビ ス マ ス 、 セ レ ン か ら な る 新 し い ト ポ

ロ ジ カ ル 超 電 導 体 の 開 発 に 成 功 。  

2015： NTT 物 性 科 学 基 礎 研 究 所 が ピ ン ク ダ イ ヤ (NV 中 心 ） で 、 生 体 分 子 な ど 様 々 な 物 質 の 構 造 や

磁 気 的 性 質 が 観 察 で き る 可 能 性 を 理 論 計 算 で 求 め 発 表  

2016： 「 物 質 の ト ポ ロ ジ カ ル 相 と ト ポ ロ ジ カ ル 相 転 移 の 理 論 的 発 見 」 で ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 を 米 ワ

シ ン ト ン 大 学 の デ ビ ッ ト ・ サ ウ レ ス 氏 な ど 米 国 の 3 氏 が 受 賞 。  

2017： 米 IBM は 17 個 の 「 量 子 ビ ッ ト 」 を 備 え た プ ロ セ ッ サ ー を 試 作 し た と 発 表 。 米 マ イ ク ロ ソ

フ ト は 「 ト ポ ロ ジ カ ル 物 質 」 を プ ロ セ ッ サ ー に 使 っ た 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 を 発 表  
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シ ン グ 技 術 に 対 し て も 先 行 的 に 投 資 を 行 っ て き た 経 緯 が あ り 、 世 界 的 に も リ ー ド

し た 技 術 を 保 有 し て い る こ と か ら 、 今 後 も 実 用 化 に 向 け た 継 続 的 な グ ラ ン ト の 投

資 が 行 わ れ 、 継 続 的 な 人 材 の 育 成 と 量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 の 強 み を 維 持 し て い

く と 考 え ら れ ま す 。  

 

 

世 界 グ ラ ン ト 推 計 ラ ン キ ン グ  

総 額 US$ 21.5 Bil (2009-2018 年 ) 

順 位  国  

研 究 投 資 額 推 計  

(Mi l  US$(2009-

2018 年 合 計 )) 

概 要  

1  米国 3200 

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 に は ト ポ ロ ジ カ ル 材 料 、 磁 性 体 、 ス ピ ン 流 、

セ ン シ ン グ な ど 、 基 礎 か ら 応 用 ま で 量 子 技 術 の 幅 広 い テ ー マ に

渡 っ て 投 資 さ れ て い る ほ か 、 単 一 光 子 生 成 ・ セ ン シ ン グ の MIT

や 、 磁 場 セ ン シ ン グ 材 料 の フ ロ リ ダ 州 立 大 な ど を 中 心 に 量 子 セ

ン シ ン グ 基 盤 技 術 の 研 究 を 進 め る 大 型 研 究 施 設 を 設 置 し 、 基 盤

研 究 投 資 を 中 心 と し な が ら も 、材 料 か ら 量 子 セ ン サ ー・イ メ ー ジ

ン グ 応 用 ま で 幅 広 く 投 資 を 行 っ て い る 。  

2  中国 2600 

中 国 科 学 技 術 大 や 复 旦 大 を 中 心 に ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料 を 利 用

し た イ メ ー ジ ン グ 応 用 技 術 開 発 や 、 上 海 交 通 大 学 に お い て ト ポ

ロ ジ カ ル 量 子 材 料 や  フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 な ど の 極 短 パ ル ス を

応 用 し た イ メ ー ジ ン グ な ど の 開 発 が 進 め ら れ て い る 。  

3  英国 2000 

英 国 は 量 子 関 連 技 術 の 大 型 研 究 投 資 を 複 数 の 大 学 に 集 中 的 に 行

っ て お り 、バ ー ミ ン ガ ム 大 は 量 子 セ ン サ ー・測 定 技 術 、グ ラ ス ゴ

ー 大 は 量 子 カ メ ラ や 量 子 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム と い っ た 可 視 化

へ の 量 子 応 用 技 術 研 究 ハ ブ と し て 位 置 づ け 、領 域 別 に 集 中 投 資・

支 援 を し て い る 。  

4  日本 1700 

比 較 的 高 い 研 究 費 を 量 子 基 盤 技 術 に 投 資 し て お り 、特 に 東 京 大 、

理 研 や 、京 都 大 な ど を 中 心 に 、量 子 ド ッ ト ／ ス ピ ン ト ロ 二 ク ス の

要 素 技 術 や 、ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体 ･超 伝 導 体 材 料 に 関 す る 基 盤 技

術 な ど に 大 き な 投 資 を 行 っ て お り 、 窒 素 -空 孔 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド

な ど の セ ン シ ン グ 材 料 技 術 や 、 そ の 磁 気 イ メ ー ジ ン グ 応 用 と し

て 細 胞 内 現 象 の 可 視 化 な ど の 生 命 計 測 な ど 、 派 生 応 用 技 術 も 含

め 大 き な 投 資 が 進 ん で い ま す 。  

5  ス イ ス  450 

バ ー ゼ ル 大 学 に お い て は 基 本 的 な 量 子 コ ン ピ ュ ー タ の 情 報 ユ ニ

ッ ト と な る 量 子 ビ ッ ト の 研 究 を 行 っ て い る 。ま た 、ス イ ス 連 邦 工

科 大 学 チ ュ ー リ ッ ヒ 校 に お い て も 、 量 子 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ へ

の 応 用 を 視 野 に 入 れ た ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体 の 研 究 に 取 り 組 ん で

お り 、量 子 技 術 の 中 で も 比 較 的 基 礎・基 盤 技 術 分 野 に 対 し て 重 点

的 に 投 資 を し て い る 傾 向 が 読 み 取 れ る 。  

 

 

量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 の 対 象 と し て は 、 欠 陥

ダ イ ヤ モ ン ド (Ｎ Ｖ 中 心 等 )、 ト ポ ロ ジ カ ル 量 子 物 質 、 ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料 、 フ

ォ ト ニ ク ス 材 料 な ど 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 セ ン サ ー な ど に も つ な が る 基 礎 研

究 と し て の 量 子 材 料 技 術 と 、 派 生 技 術 と し て の 量 子 セ ン シ ン グ 、 セ ン シ ン グ や ビ

ジ ュ ア ラ イ ゼ ー シ ョ ン を 応 用 し た 量 子 生 命 科 学 、 量 子 情 報 を 保 持 す る 量 子 メ モ

リ 、 半 導 体 微 粒 子 を 用 い た 量 子 ド ッ ト レ ー ザ ー と そ の 加 工 技 術 な ど 、 多 岐 に わ た

り ま す 。 量 子 材 料 の 基 礎 技 術 に つ い て は 、 量 子 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 、 量 子 セ ン シ
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ン グ 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分 野 の 革 新 な ど に お い て こ れ ま で に な い レ ベ ル で の 機 能

の 実 現 が 期 待 さ れ る こ と か ら 、 先 進 国 全 般 で 進 展 し て い ま す 。 特 に 、 ダ イ ヤ モ ン

ド の 欠 陥 に お い て 室 温 で も 安 定 し て 生 成 す る ス ピ ン 量 子 や 、 ト ポ ロ ジ カ ル 量 子 物

質 な ど は ブ レ ー ク ス ル ー へ の 期 待 が 高 く 、 応 用 分 野 へ の 波 及 効 果 が 高 い こ と か

ら 、 人 材 育 成 や 自 由 度 の 高 い 基 礎 研 究 環 境 づ く り を 含 め て 、 各 国 で 技 術 基 盤 整 備

が 促 進 さ れ つ つ あ り ま す 。  

 

米 国 で は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 研 究 で 比 較 的 優 位 な MIT に 加

え 、 UC 群 に お い て は ト ポ ロ ジ カ ル 材 料 、 磁 性 体 、 ス ピ ン 流 、 セ ン シ ン グ な ど 、

基 礎 か ら 応 用 ま で 量 子 技 術 の 幅 広 い テ ー マ に 渡 っ て 投 資 さ れ て い ま す 。 他 に も 各

領 域 で 特 色 の あ る 大 学 に も 大 型 投 資 を 行 っ て お り 、 フ ロ リ ダ 州 立 大 で の 磁 性 セ ン

シ ン グ の 応 用 研 究 な ど に 大 型 投 資 が 進 め ら れ て い ま す 。 中 国 で は 中 国 科 学 技 術 大

や 复 旦 大 を 中 心 に ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料 を 利 用 し た イ メ ー ジ ン グ 応 用 技 術 開 発

や 、 上 海 交 通 大 学 に お い て ト ポ ロ ジ カ ル 量 子 材 料 や 、 フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 な ど の

極 短 パ ル ス を 応 用 し た イ メ ー ジ ン グ な ど へ の 大 型 研 究 投 資 が 国 家 戦 略 と し て 進 め

ら れ て い ま す 。 大 規 模 な 量 子 研 究 セ ン タ ー を 特 定 の 大 学 に 設 置 す る 戦 略 を と る 英

国 で は 、 量 子 技 術 の 中 心 的 な 立 ち 位 置 を と る オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 の み な ら ず 、 バ

ー ミ ン ガ ム 大 は 量 子 セ ン サ ー ・ 測 定 技 術 、 グ ラ ス ゴ ー 大 は 量 子 カ メ ラ や 量 子 イ メ

ー ジ ン グ シ ス テ ム と い っ た 可 視 化 へ の 量 子 応 用 技 術 研 究 ハ ブ と し て 位 置 づ け 、 領

域 別 で の 集 中 投 資 ・ 産 学 連 携 研 究 が 進 め ら れ て い ま す 。 ス イ ス で は 、 バ ー ゼ ル 大

学 に お い て は 基 本 的 な 量 子 コ ン ピ ュ ー タ の 情 報 ユ ニ ッ ト と な る 量 子 ビ ッ ト の 研 究

を 行 っ て い る ほ か 、 ス イ ス 連 邦 工 科 大 学 チ ュ ー リ ッ ヒ 校 に お い て も 、 量 子 コ ン ピ

ュ ー テ ィ ン グ へ の 応 用 を 視 野 に 入 れ た ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体 の 研 究 に 取 り 組 ん で お

り 、 量 子 技 術 の 中 で も 比 較 的 基 盤 技 術 分 野 へ の 投 資 が 中 心 的 で す 。  

 

日 本 で は 、 比 較 的 高 い 研 究 費 を 量 子 基 盤 技 術 に 投 資 し て お り 、 特 に 東 京 大 、 理

研 や 、 京 都 大 な ど を 中 心 に 、 量 子 ド ッ ト ／ ス ピ ン ト ロ 二 ク ス の 要 素 技 術 や 、 フ ェ

ム ト 秒 ア ト 秒 レ ー ザ ー 開 発 、 ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体 ･超 伝 導 体 に 関 す る 基 盤 技 術 な ど

に 大 き な 投 資 を 行 っ て い る ほ か 、 最 近 で は 窒 素 -空 孔 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド を 用 い た セ

ン シ ン グ 材 料 技 術 を 中 心 に 投 資 が な さ れ て お り 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ ・ 量 子 通 信 関

連 技 術 で 先 行 す る 東 京 大 、 理 研 、 大 阪 大 、 京 都 大 、 筑 波 大 な ど へ の 基 盤 技 術 へ の

投 資 が 多 い 状 況 で す 。 一 方 、 量 子 セ ン シ ン グ で 注 目 さ れ る 領 域 の 生 物 や 地 球 科 学

へ の 応 用 に 関 連 す る 研 究 投 資 が あ ま り 見 ら れ な い 状 況 に あ り ま す 。  

米 国 、 欧 州 、 中 国 に お い て も 研 究 開 発 が 活 発 化 す る 中 、 量 子 材 料 の 技 術 領 域 に

お い て は 、 日 本 国 内 の 大 学 ・ 研 究 機 関 で 質 の 高 い 研 究 が お こ な わ れ て お り 、 人 材

層 の 厚 み も あ り 、 国 際 競 争 力 を 保 持 し て い る と 評 価 さ れ て い ま す 。 こ う し た 、 日

本 の 強 み を 持 つ 技 術 領 域 を 基 盤 と し て 、 量 子 技 術 の 中 で も 比 較 的 実 用 化 の 早 い 技

術 と さ れ て い る 量 子 セ ン シ ン グ 領 域 や 、 セ ン シ ン グ 技 術 を 応 用 し た 量 子 生 命 技 術

な ど へ の 応 用 ま で 先 駆 け て 取 り 組 み 、 高 齢 化 の 進 展 や 医 療 費 の 高 騰 と い っ た 日 本
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の 社 会 問 題 の 解 決 に つ な げ て い く こ と が で き れ ば 、 同 様 の 社 会 課 題 を も つ 他 国 に

対 し て リ ー ド で き る 可 能 性 が あ り 、 強 み と な る 基 盤 技 術 を 軸 と し た 投 資 と 人 材 の

育 成 が 重 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

「 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 」  

グ ラ ン ト 資 金 流 入 額 上 位 10 機 関 （ 世 界 ）  

研 究 費 推 計 (2009-2020 年 総 額 ) 

順 位  大 学  
グ ラ ン ト 額 推 計

（ US$ Mil）  
件 数  

１ UNIVERSITY OF CALIFORNIA 181.2 244 

２ UNIVERSITY OF OXFORD 177.8 98 

３ UNIVERSITY OF GLASGOW 136.2 48 

４ UNIVERSITY OF BIRMINGHAM 113.6 49 

５ UNIVERSITY COLLEGE LONDON 96.3 66 

６ MASSACHUSETTS INSTITUTE OF TECHNOLOGY 89.7 75 

７ IMPERIAL COLLEGE LONDON 83.9 68 

８ UNIVERSITY OF CAMBRIDGE 73.9 67 

９ UNIVERSITY OF SHEFFIELD 54.3 37 

10 UNIVERSITY OF BRISTOL 50.6 46 

 

 

「 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 」  

グ ラ ン ト （ 科 研 費 ） 資 金 流 入 額 上 位 7 機 関 （ 日 本 ）  

研 究 費 推 計 (2009-2020 年 総 額 ) 

順 位  大 学  
グ ラ ン ト （ 科 研 費 ） 額  

（ 億 円 ）  

科 研 費  

件 数  

1  東京大学 65.7 308 

2  京都大学 37.4 148 

3  東北大学 34.3 126 

4  大阪大学 33.5 135 

5  理化学研究所 27.8 101 

6  東京工業大学 26.5 91 

7  筑波大学 14 45 

8  北海道大学 12.7 68 

 

 こ れ ら の 上 位 研 究 機 関 は 、 既 に 研 究 資 金 と は 別 に 特 定 の 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト や 企

業 と の 共 同 研 究 が 展 開 さ れ て い る こ と が 世 界 的 に 多 く 、 投 資 に よ り 技 術 と 人 材 の

ネ ッ ト ワ ー ク ハ ブ を 形 成 し 、 そ こ で 生 ま れ た 技 術 や 人 の つ な が り が 新 た な 投 資 を

生 む と い う 技 術 開 発 の 好 循 環 を 生 み 出 す 中 心 地 と し て 機 能 す る こ と か ら 、 こ の コ

ミ ュ ニ テ ィ の 成 熟 が 量 子 技 術 の 発 展 に お い て 重 要 で す 。 今 後 、 量 子 材 料 ・ 量 子 派

生 技 術 の 日 本 の 存 在 感 を さ ら に 高 め る た め に は 、 こ れ ら の 研 究 機 関 へ の 集 中 的 な

投 資 と 、 企 業 -ア カ デ ミ ア 間 で の 人 材 交 流 を 含 め た 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子
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生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 の 活 用 を 目 指 す 横 断 的 応 用 技 術 開 発 の 中 心 を 担 う 境 界 領

域 で の 人 材 育 成 が 重 要 で す 。  

（ ア ス タ ミ ュ ー ゼ ㈱ テ ク ノ ロ ジ ー イ ン テ リ ジ ェ ン ス 部  川 口 伸 明 、 米 谷 真 人 、 *福

永 元 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アスタミューゼについて 

世界の新事業、新製品/サービス、新技術/研究の情報に併せて 80 か国の特許情報などを、独自に

定義した 136 の”成長領域”と SDGs に対応した今後人類が解決すべき 105 の“社会課題”で分類・

分析。2 億件を超える世界最大のイノベーションキャピタル（イノベーションの源泉となる資産）

のデータベースを構築、活用し、未来創造、社会課題解決のための新規事業提案や M&A のコンサ

ルティング、先端企業/技術、専門人材の紹介、SaaS での情報/人材提供事業を行う。 

https://www.astamuse.co.jp/ 
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